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アスクレピオスの杖を探して
地
域
医
療

再
生
へ
の
道

第35回

総
合
診
療
医
へ
の
高
い
期
待
と
現
実

　

本
格
的
な
少
子
化
・
高
齢
化
の
到
来
や
医
師
の
都

市
部
へ
の
偏
在
が
続
く
中
で
、
総
合
診
療
医
へ
の
期

待
は
高
い
。
幅
広
い
診
療
範
囲
を
カ
バ
ー
し
、
包
括

的
な
医
療
を
提
供
で
き
る
総
合
診
療
医
は
、
医
師
不

足
に
悩
む
地
方
の
病
院
・
診
療
所
に
と
っ
て
救
世
主

と
な
る
存
在
と
い
え
る
。
ま
た
、
都
市
部
の
病
院
に

お
い
て
も
、
複
数
の
診
療
科
に
ま
た
が
る
疾
患
を
持

つ
高
齢
者
の
急
増
す
る
中
で
、
救
急
や
入
院
の
現
場

に
お
い
て
総
合
診
療
医（
ホ
ス
ピ
タ
リ
ス
ト
）が
活
躍

す
る
病
院
も
増
え
て
き
て
い
る
。
筆
者
も
総
合
診
療

医
が
診
療
を
行
う
医
療
機
関
を
訪
問
し
、
そ
の
実
践

を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
総
合
診
療
医

の
活
動
に
大
き
な
期
待
を
抱
い
て
い
る
。

　

総
合
診
療
医
へ
の
期
待
が
高
ま
る
中
、
２
０
１
８

年
度
か
ら
始
ま
っ
た
新
し
い
専
門
医
制
度
に
お
い

て
、
総
合
診
療
分
野
は
、
図
の
よ
う
に
19
番
目
の

基
本
専
門
領
域
専
門
医
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、

２
０
１
８
年
11
月
の
専
攻
医
の
１
次
登
録
の
締
め
切

り
時
点
に
お
い
て
、
総
合
診
療
領
域
は
１
５
５
人

（
昨
年
比
マ
イ
ナ
ス
３
人
）に
し
か
過
ぎ
な
い
。
総
合

診
療
医
養
成
の
全
４
０
６
プ
ロ
グ
ラ
ム
中
、
一
人
で

も
専
攻
医
登
録
が
あ
っ
た
の
は
92
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
22
・
７
％
）で
あ
る
。
期
待
は
高
い
一
方
、
現
実
は

厳
し
い
。

厚
生
労
働
省
科
研
費
研
究
に
よ
る 

実
態
調
査

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
厚
生
労
働
省
科
研
費
「
総
合

診
療
が
地
域
医
療
に
お
け
る
専
門
医
や
他
職
種
連
携

等
に
与
え
る
効
果
に
つ
い
て
の
研
究
」（
研
究
代
表
者

＝
前
野
哲
博
氏
）
が
公
表
さ
れ
た
1）
。
研
究
の
問
題

意
識
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
、
総
合
診
療
医
の
概
念

が
十
分
に
浸
透
し
て
お
ら
ず
、
診
療
範
囲
も
あ
い
ま

い
で
、
総
合
診
療
医
の
養
成
が
わ
が
国
の
医
療
に
与

え
る
影
響
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
こ
の
た

め
、
総
合
診
療
医
の
位
置
付
け
を
明
ら
か
に
し
た
上

で
、
そ
の
存
在
が
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
医
療
政

策
の
観
点
か
ら
の
分
析
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。

　

報
告
書
は
５
３
８
ペ
ー
ジ
に
及
び
、
全
国
の
総
合

診
療
医
や
地
域
医
療
研
究
者
が
参
加
し
て
い
る
。
報

告
書
は
六
つ
の
パ
ー
ト
に
分
か
れ
て
い
る
。
第
１
部

「
総
合
診
療
医
の
業
務
状
況
及
び
タ
ス
ク
シ
フ
ト
に

関
す
る
調
査
」
で
は
、
総
合
診
療
医
の
診
療
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
総
合
診
療
医
と
臓
器
専

門
医
に
お
け
る
タ
ス
ク
シ
フ
テ
ィ
ン
グ
（
業
務
の
移

管
）や
タ
ス
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ（
業
務
の
共
同
化
）の

可
能
性
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
調
査
で

は
、
糖
尿
病
患
者
に
対
す
る
イ
ン
ス
リ
ン
使
用
や
認

知
症
の
診
断
・
治
療
な
ど
の
領
域
で
、
既
に
総
合
診

療
医
に
タ
ス
ク
シ
フ
テ
ィ
ン
グ
が
行
わ
れ
て
い
た
。

地
域
で
総
合
診
療
医
が

活
躍
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

城
西
大
学
経
営
学
部
教
授
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心
肺
停
止
患
者
の
救
急
対
応
や
が
ん
患
者
に
対
す
る

オ
ピ
オ
イ
ド（
麻
薬
性
鎮
痛
薬
な
ど
）の
管
理
の
領
域

に
つ
い
て
は
、
周
囲
の
医
療
機
関
と
の
連
携
等
に
よ

り
タ
ス
ク
シ
フ
テ
ィ
ン
グ
が
今
後
促
進
さ
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

第
２
部
「
総
合
診
療
医
の
診
療
範
囲
に
関
す
る
実

態
調
査
」
で
は
、
日
本
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
連
合
学

会
認
定
家
庭
医
療
専
門
医
を
対
象
と
し
て
、
ア
ン

ケ
ー
ト
、
活
動
記
録
に
よ
る
実
態
調
査
を
行
っ
た
。

対
象
者
は
１
４
７
人
で
、
男
性
73
・
５
％
、
平
均
年

齢
37
・
５
±
６
・
７
歳
。
対
象
者
は
診
療
所
か
ら
病

院
ま
で
、
お
よ
び
都
市
部
か
ら
町
村
部
ま
で
幅
広
い

フ
ィ
ー
ル
ド
で
診
療
し
て
お
り
、
外
来
、
病
棟
、
訪

問
診
療
に
わ
た
る
幅
広
い
診
療
を
行
っ
て
い
た
。
多

く
の
家
庭
医
療
専
門
医
が
小
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
診

療
し
、
扱
う
健
康
問
題
も
幅
広
か
っ
た
。
医
学
生
・

研
修
医
へ
の
教
育
に
も
一
定
の
時
間
を
割
い
て
い
た
。

　

第
３
部
「
総
合
診
療
医
に
対
す
る
住
民
の
意
識
調

査
」
は
、
約
４
千
人
の
住
民
に
総
合
診
療
医
に
関
す

る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
総
合
診
療
医
の
認
知
度
は
低
い

も
の
の
、
高
い
期
待
を
集
め
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
さ
れ
た
。
そ
の

一
方
、
総
合
診
療

医
像
に
つ
い
て
、

包
括
的
な
診
療
能

力
に
対
す
る
認
知

度
は
高
い
が
、
生

活
を
基
盤
と
し
た

在
宅
医
療
を
含
む

地
域
志
向
ア
プ
ロ
ー
チ
機
能
に
つ
い
て
の
認
知
度
は

低
く
、
診
療
活
動
の
見
え
る
化
に
加
え
て
積
極
的
な

広
報
活
動
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
た
。

　

第
４
部「
総
合
診
療
に
関
す
る
国
際
比
較
」は
、
世

界
15
カ
国
に
お
け
る
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
専
門
医
の

育
成
過
程
、
国
民
の
健
康
な
ど
に
与
え
る
プ
ラ
イ
マ

リ
・
ケ
ア
の
ア
ウ
ト
カ
ム
や
イ
ン
パ
ク
ト
、
診
療
報

酬
制
度
な
ど
の
医
療
制
度
に
つ
い
て
比
較
調
査
が
行

わ
れ
て
い
る
。

数
多
く
の
総
合
診
療
の 

現
場
実
践
が
報
告
さ
れ
る

　

第
５
部
「
総
合
診
療
医
が
今
後
果
た
す
べ
き
役
割

に
関
す
る
提
言
」
は
、
９
組
11
人
の
論
者
が
、
こ
れ

ま
で
の
経
験
と
文
献
を
も
と
に
、「
わ
が
国
の
総
合

診
療
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
」「
総
合
診
療
が
地
域
医
療

の
効
率
化
に
果
た
す
役
割
」「
少
子
高
齢
社
会
に
お
け

る
総
合
診
療
医
の
役
割
」「
病
院
で
求
め
ら
れ
る
総
合

診
療
医
の
役
割
」「
多
職
種
連
携
に
求
め
ら
れ
る
総
合

診
療
医
の
役
割
と
は
何
か
」「
予
防
・
健
康
増
進
に
お

け
る
総
合
診
療
医
の
役
割
」「
治
療
と
仕
事
の
両
立
支

援
の
現
状
と
課
題
」「
健
康
格
差
を
も
た
ら
す
『
健
康

の
社
会
的
決
定
要
因
』へ
の
働
き
掛
け
」「
災
害
医
療
」

な
ど
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
提
言
を
行
っ
て
い
る
。

　

第
６
部
「
総
合
診
療
医
の
活
動
に
関
す
る
モ
デ
ル

と
な
る
事
例
集
」で
は
、
全
国
各
地
の
実
践
報
告
と
し

て
36
の
論
文
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
報
告
は
２
１
５

ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
膨
大
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
総

合
診
療
医
は
、
地
域
に
お
け
る
実
践
か
ら
確
立
し
つ

つ
あ
る
診
療
分
野
で
あ
る
。
今
後
、
総
合
診
療
医
が

活
躍
す
る
自
治
体
、
地
域
と
し
て
い
く
た
め
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
例
報
告
は
非
常
に
参
考
と
な
る
。

　

筆
者
は
、
地
域
医
療
の
現
場
を
訪
問
す
る
中
で
、

わ
が
国
で
総
合
診
療
医
を
増
や
し
て
い
く
た
め
に

は
、
い
か
に
地
域
で
総
合
診
療
医
を
養
成
す
る
研
修

体
制
を
確
立
す
る
か
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

地
域
で
の
総
合
診
療
医
の
活
躍
を
期
待
す
る
自
治

体
関
係
者
に
と
っ
て
は
必
読
の
文
献
で
あ
る
と
考
え

る
の
で
、
ぜ
ひ
ご
一
読
い
た
だ
き
た
い
。

1）
報
告
書
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能

https://m
hlw

-grants.niph.go.jp/niph/search/
N
ID
D
00.do?resrchN

um
=201706032A

タ
イ
ト
ル
の
〝ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
〟
と
は
、
ギ
リ
シ
ア
神

話
に
登
場
す
る
名
医
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
持
っ
て
い
た
蛇（
ク

ス
シ
ヘ
ビ
）の
巻
き
つ
い
た
杖
。
医
療
・
医
術
の
象
徴
と
し
て

世
界
的
に
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
あ
る
。
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